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要旨 

 ｍラーニングは若者への学習機会の提供や学習意欲の向上という点で、ますます重要にな

ると予想される。このような背景と、利便性の高い中国の通信環境に基づいたモバイル端末

の普及という現状を考えると、中国におけるｍラーニングを用いた日本語教育は必須の検討

事項であろう。従来の対面の教授モデル・講義から抜け出し、e ラーニングに代わる新しい教

育手法として、今後、ｍラーニングの日本語授業と自律学習への導入が進んでいくと考えら

れる。 

 本研究の目的は学習者の日本語ｍラーニングの利用実態を知ることによって、ｍラーニン

グが学習者にどのような影響を与えているのかを明確にすることである。また、より効果

的・効率的に日本語学習を進められるようになることを目指して、ｍラーニングによる学習

を言語学習ストラテジーに当てはめて分析し、ｍラーニングを日本語学習へ取り入れる方法

について検討する。 

 先行研究を踏まえ、目的と合わせ、以下のようなリサーチ・クエスチョンを設定した。 

 1. ｍラーニングは学習者へどのような影響を与えるか。 

 2. ｍラーニングを日本語学習にどのように取り入れればいいのか。 

 3. ｍラーニングを利用するときの、学習者の留意するべき点と教師のサポートは何か。 

 

 本研究の研究方法はアンケート調査と半構造化インタビュー調査である。学習者の日本語

ｍラーニングの利用実態について、137 名中国人日本語学習者にアンケート調査を行った。さ

らに、協力者のうちに、日本語学習のきっかけが違い、ｍラーニングに興味がある学習者（2

名）を抽出し、在職の日本語教師（2 名）と合計 4 人に半構造化インタビュー調査を行った。 

 それによって、ｍラーニングが学習意欲に影響を与えると感じており、学ぶ楽しさや意義、

学習効果の三方面から、日本語ｍラーニングが協力者に概ね積極的な影響を与えるというこ

とが明らかになった。また、学習者は楽しく学ぶことを好む。。 

 協力者は、学習目的に応じたりｍラーニングの内容・方法を選択したほうが良いと思って

いる。そして、協力者は自宅でのｍラーニングを好むが、日本語授業での使用にも抵抗はな

いことがわかり、日本語ｍラーニングが自律学習にも日本語授業にも導入される可能性があ

ると考えられる。 

オックスフォード（1994）の言語学習ストラテジーに当てはめて分析した結果、日本語ｍ

ラーニングにおいて、ノートを取る、他者に助けを求める、協働学習をすることは効果があ

ることがわかった。そして、練習を行い、何度も復習し、繰り返しや自発的な取り組みが大

切であることも示された。また、目標を設定し、目的によって自分のｍラーニング・気持ち

を調整することの重要性も見られた。 

 教師のサポートについては、自律学習などの教室外の学習者主導の日本語ｍラーニングへ

の支援や指導は、認識が不十分であることが認識された。また、教師がｍラーニングの支援

者のの役割を担い、モバイル端末の活用、ｍラーニング内容の充実、指導法などを工夫する

必要があると考えられる。 

 

 本論文の不足点について述べておくと、調査対象が少なく、全体的なストーリを捉えるこ
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とはできたものの、一般化することができなかった。そして、教室内の日本語ｍラーニング

と支援者としての教師のサポートについての検討が十分ではなく、さらに研究する余地があ

ると考えられる。 

今後は、本研究の結果を大規模な調査によって検証することが必要。そして、ｍラーニン

グの読みと書きの能力への影響を引き続き調査することも必要である。また、日本語ｍラー

ニングが教室内に取り入れる方法や支援者としての教師のサポートに関する検討が不可欠で

あると考えられる。 
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